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[緒言] 

近赤外線(800-1400nm) は、レイリー散乱による影響が少なく、分子振動による吸収が少ないので、

他波長領域の光に比べると透過性が非常に高い特徴がある。そのため、生体の窓として利用されてい

る。現在生体センシングへの応用領域において、近赤外応力発光体が活用されており、今後の応用は

各方面から期待されている 1-3。本研究では、近赤外発光を有する新規応力発光体の開発に取り組み、

その応力発光特性の評価を行う。また、生物組織に利用する近赤外応力発光材料の透過性を調べ、生

体内の力学情報をイメーシングする可能性を探索する。 

 

[実験方法] 

固相反応法によって近赤外応力発光体を合成した。応力発光膜は、応力発光体を樹脂材料に分散さ

せた塗布液を試験片に塗布し、乾燥させることによって形成した。近赤外応力発光特性(ML)は、材料

試験機（MTS）を用いて、応力発光体を塗付した試験片に引張荷重(最大歪み：600 μst)を加えたとき

の発光を近赤外カメラにより評価した。近赤外応力発光スペクトルはマルチチャネル分光器(PMA-12)

を用いて測定した。 

 

[結果と考察] 

Figure1(a)に近赤外応力発光体を塗布した試験片の様子を示す。引張荷重の増加に対して応力発光分

布を示すことがわかった（Fig.1(b, c)）。Fig.1 (d)に近赤外応力発光体の応力発光スペクトルおよび生物

組織の吸収スぺクトルを示す。この結果から、近赤外応力発光体の応力発光スぺクトル範囲は

900−1400nmであり、近赤外応力発光は生物組織を透過できることを示している。以上のことから本研

究の近赤外応力発光体は生物組織の内部の力学情報を検出することが可能である。 

 

   

Fig. 1 (a) Photograph of NIR ML sheet on an aluminum plate. (b) NIR ML image of ML sheet under a tensile 

load. (c) The NIR ML stress distribution for ML material. (d) The ML spectrum of NIR ML material and 

absorption spectra from biological tissue. 
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